
「
九
州
の
屋
根
」、
九
重
連
山
に
囲
ま
れ

た
標
高
６
５
０
ｍ
の
準
高
冷
地
に
江
藤
一

幸
氏
（
48
）
の
７
ha
の
畑
は
あ
る
。
こ
こ

で
江
藤
氏
は
、
Ｊ
A
Ｓ
の
第
三
者
認
証
に

準
ず
る
契
約
当
事
者
間
の
第
二
者
認
証
を

受
け
た
野
菜
を
生
協
に
出
荷
し
て
い
る
。

江
藤
氏
の
畑
の
地
質
は
火
山
灰
土
で
、

か
つ
て
は
黒
ボ
ク
の
表
土
が
30
㎝
の
層
を

作
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
江
藤
氏
は
毎
年
少

し
ず
つ
ブ
ル
ド
ー
ザ
で
削
り
、
下
の
赤
土

の
層
を
表
に
出
し
て
い
っ
た
。
こ
う
す
る

こ
と
で
雑
草
の
種
や
病
害
虫
の
も
と
に
な

る
菌
や
卵
が
な
く
な
り
、
何
も
な
い
状
態

か
ら
必
要
な
分
だ
け
施
肥
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
い
う
。

「
長
く
作
り
続
け
て
い
る
と
ど
う
し
て
も

養
分
過
剰
に
な
る
。
一
旦
入
れ
た
も
の
を

出
す
の
は
難
し
い
」（
江
藤
氏
）。

江
藤
氏
は
連
作
障
害
を
回
避
す
る
た

め
、
一
年
一
作
で
レ
タ
ス
（
キ
ク
科
）→

緑
肥→

キ
ャ
ベ
ツ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）→

緑

肥
と
い
っ
た
輪
作
体
系
を
組
み
立
て
て
い

る
。
こ
の
間
、
畑
に
投
入
す
る
の
は
緑
肥

（
ラ
イ
麦
、
ソ
ル
ゴ
ー
）
と
卵
殻
、
ボ
カ

シ
肥
料
（
川
合
肥
料
㈱
の
「
ボ
カ
シ
大
王
」、

資
料
請
求
番
号
¤1
）、
及
び
E
M
鶏
糞
で

あ
る
。

秋
か
ら
春
に
か
け
て
２
ｍ
ほ
ど
に
生
育

し
た
ラ
イ
麦
を
、
80
ps
の
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ

ト
ラ
ク
タ
（
ヤ
ン
マ
ー
農
機
㈱
の
C
T
―

80
）
に
装
着
し
た
チ
ョ
ッ
パ
（
㈱
ビ
コ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
「
F
ｅ
ｒ
ｒ
ｉ
Ｍ
Ｐ
２
３
０
」、

80農業経営者 2004年 7月号

ユ
ー
ザ
ー
の
経
営
的
視
点
で
商
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
経
営
に
即
し
た
評

価
が
語
ら
れ
て
こ
そ
、
そ
れ
ら
商
品
が
持
っ
て
い
る
現
場
で
の
利
点
・

問
題
点
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
誌
読
者

の
中
で
も
経
営
力
の
高
い
農
業
経
営
者
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
彼
ら
が

現
場
で
使
用
し
て
い
る
機
械
・
資
材
、
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
等
を
選
択
し

た
理
由
と
、
そ
の
評
価
を
含
め
紹
介
し
て
い
く
。

【経営データ】年間売上：1,500～2,000万円／経営面積：7ha（レタス200a、
キャベツ100a、ハクサイ100a、ブロッコリー50a、サニーレタス20a、ニ
ホンヤマニンジン10a、残りは緑肥）／労働構成：家族4名（本人、父、母、
妻）、パート1名／品種：ジャングル（レタス）、藍宝（キャベツ）、黄ごころ
（ハクサイ）、シゲモリ（ブロッコリー）、レッドファイヤー（サニーレタス）、
春一番（緑肥用ライ麦）、グリーンソルゴー（緑肥用ソルゴー）／作型：春播
き～夏播き栽培／出荷先：生協（福岡のグリーンコープ連合）80％、市場
15％、その他（薬草業者等）5％
※1995年3月（通巻9）号「農業経営者ルポ」、1999年7月～2000年2月（通巻42～49）号
「やれば変わる！やらなければ始まらない」もご参照下さい。

面白がりのチャレンジ精神で
経営コストを下げる

今月のスーパー読者

一
旦
入
れ
た
も
の
を
出
す
の
は
難
し
い

大
分
県
九
重
町

熊
本
県
菊
陽
町

熊
本
県
三
角
町

tスガノ農機㈱の18インチ×2連のリバーシブルプ
ラウ「RQY182」（資料請求番号¤3）。古くなったプ
ラスチック溌土板は自作品と交換

▼㈱ビコンジャパンの「Ferri MP230」（資料請求番
号¤2）。株丈2mにもなるライ麦を粉砕していく



資
料
請
求
番
号
¤2
）
で
粉
砕
し
て
い
く
。

粉
砕
し
た
緑
肥
は
、
数
日
天
日
乾
燥
し
て

か
ら
同
ト
ラ
ク
タ
に
装
着
し
た
18
イ
ン

チ
×
２
連
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
プ
ラ
ウ
（
ス

ガ
ノ
農
機
㈱
の
「
R
Q
Y
１
８
２
」、
資
料

請
求
番
号
¤3
）
で
鋤
込
み
（
溝
引
き
、
耕

深
40
㎝
）、
好
気
性
発
酵
を
促
す
。
こ
れ

が
江
藤
氏
の
土
作
り
で
あ
る
。

レ
タ
ス
は
、
３
月
10
日
〜
８
月
15
日

ま
で
１
週
間
お
き
に
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト

（
V
４
）、
ま
た
は
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
（
１
２

８
穴
）
に
播
種
し
、
４
月
〜
８
月
に
移
植

し
、
６
〜
10
月
に
収
穫
す
る
と
い
う
具

合
に
作
期
を
ず
ら
し
、
長
期
に
渡
っ
て
生

協
に
出
荷
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

こ
れ
は
他
の
葉
菜
類
に
つ
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
畑
を
見
る
と
、
確
か
に
畦
毎
に
生

育
段
階
に
差
が
出
て
い
た
。

レ
タ
ス
と
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
無
農
薬
で

栽
培
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
作
物
に
つ
い

て
も
殺
虫
剤
以
外
の
農
薬
は
使
っ
て
い
な

い
。
使
用
す
る
殺
虫
剤
は
生
協
か
ら
の
要

請
で
、
低
リ
ス
ク
の
B
T
剤
（
バ
シ
レ
ッ

ク
ス
、
ト
ア
ロ
ー
）
を
主
に
ス
カ
ウ
ト
、

モ
ス
ピ
ラ
ン
、
ア
タ
ブ
ロ
ン
を
選
択
し
て

い
る
。
た
だ
し
B
T
剤
は
速
効
性
が
な
い

の
で
、
被
害
が
出
る
前
に
予
防
的
防
除
を

行
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
農
薬
の
使
用
量

を
減
ら
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
竹
酢
液
（
川
合
肥
料
㈱
、
資

料
請
求
番
号
¤4
）
、
魚
ソ
リ
ュ
ー
ブ
ル

（
同
、
資
料
請
求
番
号
¤5
）
等
の
資
材
も

使
用
し
て
い
る
。

収
穫
は
、
生
協
の
折
り
た
た
み
式
通
い

コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
、
自
作
の
ト
ラ
ク
タ
キ

ャ
リ
ア
で
集
荷
場
に
運
ぶ
。
江
藤
氏
は
11

人
の
仲
間
と
「
豊
肥
ア
グ
リ
企
画
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
を
作
り
集
荷
場
を
共
同
使

用
し
て
い
る
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
予

冷
装
置
付
き
の
生
協
の
ト
ラ
ッ
ク
が
引

き
取
り
に
来
る
ま
で
海
上
コ
ン
テ
ナ
で

予
冷
し
て
お
く
。
つ
ま
り
圃
場
か
ら
生

協
の
売
り
場
ま
で
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
体
制
が
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

江
藤
氏
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
機
械
マ

ニ
ア
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
取
材
に

う
か
が
っ
て
最
初
に
度
肝
を
抜
か
れ
た

の
は
、
１
４
２
ps
の
ト
ラ
ク
タ
「
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ

ｔ
ｒ
ｙ
１
４
５
４
」。
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ

ト
が
前
後
左
右
別
々
に
付
い
て
い
る
「
完

全
フ
ル
タ
イ
ム
４
W
D
」
で
あ
る
。
こ

れ
を
江
藤
氏
は
ホ
ク
レ
ン
の
中
古
農
機

サ
イ
ト
「
ア
ル
ー
ダ（http://w

w
w
.aruda.hokuren.or.jp/

）
」

で
何
と
60
万
円
で
購
入
し
た
と
い
う
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
江
藤
氏
は
資
材
調
達
の
「
鬼
」
で

あ
る
。
タ
ダ
同
然
で
ポ
ン
コ
ツ
を
入
手

し
修
理
し
て
使
っ
た
り
、
米
軍
の
余
剰

物
資
入
札
に
参
加
し
た
り
（
１
９
９
９
年

11
月
号
参
照
）、
と
に
か
く
中
古
品
に
つ

い
て
は
安
く
調
達
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
。

た
だ
し
江
藤
氏
は
、
全
部
が
中
古
で

済
む
訳
で
は
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。

必
要
な
時
に
壊
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

は
新
品
で
購
入
し
信
頼
性
を
確
保
し
て

い
る
。
例
え
ば
前
出
の
プ
ラ
ウ
だ
。
実

演
機
で
購
入
し
て
以
来
10
年
近
く
経
つ

が
壊
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
（
消
耗

部
品
の
溌
土
板
と
シ
ェ
ア

刃
先

は

交
換
）。
一
時
的
に
は
高
い
買
い
物
で
も
、

長
い
目
で
見
れ
ば
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
元

は
と
れ
る
の
だ
。

で
も
、
そ
れ
以
外
は
遊
び
の
延
長
と

し
て
中
古
で
対
応
し
、
楽
し
み
な
が
ら

機
械
購
入
費
の
節
約
に
も
な
れ
ば
一
石

二
鳥
で
は
な
い
か
。
目
を
輝
か
せ
な
が

ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
説
明
を
す
る
江
藤

氏
を
見
な
が
ら
そ
う
思
っ
た
。

81 農業経営者 2004年 7月号

売
り
先
と
の
連
携

新
品
と
中
古
品
を
使
い
分
け
る

（上）60万円で入手した「County1454」
（142ps）。買ったはいいが使い道が
なく「『農業経営者』の『売ります
情報』に出そうかな」（江藤氏）

（中）「Ford6600」（79ps）。中古購
入後エンジンが壊れたので修理し
た（本誌1999年8月号参照）

（下）「Deutz D5006」（45ps、空冷
エンジン）。これも中古購入後ブレ
ーキが壊れたのでMF135のブレー
キと交換。後ろに見えるのは
「Maschio パワーハロー」（㈱ビコ
ンジャパン、資料請求番号¤6）

ダ
チ
ョ
ウ
を
４
羽
飼
育
し
て
２
年
目
。

「
趣
味
で
飼
っ
て
る
」（
江
藤
氏
）

江
藤
氏
の
レ
タ
ス
畑
。
写
真
手
前
の
畦
か
ら
奥
に
行
く
に
従
っ
て

移
植
時
期
が
遅
く
な
る

スーパー読者の経営力が選ぶあの商品この技術



本
田
和
寛
氏
（
54
）
は
、
熊
本
市
に
隣

接
し
た
菊
陽
町
の
水
田
を
畑
地
化
し
た
地

域
で
春
ニ
ン
ジ
ン
と
秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
を
作

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
で
マ
ン
ゴ
ー

や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ

を
栽
培
。
全
量
契
約
栽
培
の
本
田
氏
の
ニ

ン
ジ
ン
は
「
フ
ル
ー
ツ
に
ん
じ
ん
」
の
ブ

ラ
ン
ド
で
、
ま
た
マ
ン
ゴ
ー
は
贈
答
用
と

し
て
顧
客
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。
そ
の

秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
田
氏
は
、
連
作
を
避
け
余
分
な
も
の

を
な
る
べ
く
投
入
し
な
い
と
い
う
考
え
方

で
土
作
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ニ
ン

ジ
ン
に
つ
い
て
は
、
春
ニ
ン
ジ
ン
、
緑
肥
、

秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
と
い
う
年
３
作
の
体
系
を

と
っ
て
い
る
（
栽
培
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）。

春
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
と
空
い
て
い
る
圃
場
に
緑
肥
を
播
い
て

い
き
、
秋
冬
ニ
ン
ジ
ン
の
播
種
前
に
ス
ガ

ノ
農
機
㈱
の
緑
肥
深
耕
プ
ラ
ウ
（
ワ
ン
ウ

ェ
イ
、
20
イ
ン
チ
×
３
連
、
資
料
請
求
番

号
¤7
）
で
鋤
込
む
。
そ
の
効
果
だ
ろ
う
か
。

東
京
農
大
に
よ
る
「
農
大
土
壌
研
式
土
壌

診
断
表
」
で
は
、
ど
の
要
素
も
上
限
値
よ

り
低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ

は
過
剰
が
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
壌

環
境
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
ニ
ン
ジ
ン
は
、
発
芽
率
、
発
芽
揃

い
、
発
芽
勢
を
良
く
す
る
こ
と
が
そ
の
後

82農業経営者 2004年 7月号

【経営データ】年間売上：8,000万円／経営面積：13ha、うち借地9ha（ニ
ンジン20ha、施設マンゴー60a、施設アスパラガス30a、施設バナナ
10a）／労働構成：家族8名（本人、父、母、妻、長男、長男の妻、長女、次
女）、社員6名、パート11名（中国研修生受け入れ）／品種：ベーターリッチ
（春ニンジン）、紅楽＆彩紅（秋冬ニンジン）、アーウィン（マンゴー）、ウェ
ルカム（アスパラガス）、高糖分ソルゴー（緑肥用ソルガム）、ソイルクリー
ン（緑肥用ギニアグラス）／出荷先：KOC（関西オーガニックコーポレーシ
ョン）30％、㈱柿安本店10％、エースワーク10％、北九州青果10％、吉
良食品（乾燥野菜）5％、その他（農通インフォマート等）35％
※本誌2001年9月（通巻68）号「農業経営者ルポ」もご参照下さい。

最終ユーザーである
消費者を見据えた商品開発

　　　（ニンジン） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

秋冬ニンジン播種 

春ニンジン播種 

緑肥鋤込み 

緑肥鋤込み 

秋冬ニンジン収穫 

春ニンジン収穫 

緑肥播種 
（春ニンジン収穫後） 

条
件
整
備
が
高
品
質
・
高
収
量
に

つ
な
が
る

砕土・鎮圧

バーチカルハロー「BETA250SP」

（スガノ農機、資料請求番号‹1）

播種

播種機「クリーンシーダ

TPH60」（アグリテクノ矢崎

㈱、6条、資料請求番号‹2）

収穫

1条用ニンジン収穫機「キャロベスタCH-1」

（㈱クボタ、左：フレコンバック収穫用、右：コンテナ収穫用）



の
生
育
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
。
本
田

氏
は
そ
の
た
め
の
条
件
整
備
に
も
気
を
配

っ
て
い
る
。

ま
ず
種
に
つ
い
て
は
、
春
ニ
ン
ジ
ン
に

「
ベ
ー
タ
ー
リ
ッ
チ
」（
㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
、

資
料
請
求
番
号¤

8

）
を
選
択
。
秋
冬
ニ
ン

ジ
ン
に
つ
い
て
は
収
穫
時
期
を
ず
ら
す
た

め
、
年
内
収
穫
用
に
は
「
紅
楽
」（
宝
種

苗
㈱
、
資
料
請
求
番
号
¤9
）、
年
明
け
用

に
は
「
彩
紅
」（
野
原
種
苗
㈱
、
資
料
請

求
番
号
‹0
）
を
選
ん
で
い
る
。
ベ
ー
タ
ー

リ
ッ
チ
は
発
売
し
て
す
ぐ
に
種
を
取
り
寄

せ
作
り
始
め
た
と
こ
ろ
、
最
初
の
２
、
３

年
は
発
芽
率
は
90
％
（
通
常
50
〜
60
％
）

で
、
裂
根
や
岐
根
、
抽
苔
も
な
か
っ
た
そ

う
だ
。

た
だ
し
そ
の
後
は
段
々
悪
く
な
っ
て
き

た
と
い
う
。
こ
の
原
因
を
本
田
氏
は
、
人

気
品
種
に
な
る
に
つ
れ
育
種
が
追
い
つ
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
前
に
栽
培
し
て
い
た
品
種
で
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ

は
他
の
こ
と
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
今

使
っ
て
い
る
も
の
に
安
住
す
る
の
で
は
な

く
、
常
に
情
報
を
入
手
し
て
新
し
い
も
の

を
試
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
本
田
氏

は
言
う
。

ま
た
播
種
床
の
整
備
も
大
切
な
要
素

だ
。
そ
の
た
め
に
本
田
氏
は
95
ps
の
ゴ
ム

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
（
ヤ
ン
マ
ー
農
機
㈱

の
Ｃ
Ｔ
―

95
）
に
装
着
し
た
バ
ー
チ
カ
ル

ハ
ロ
ー
（
ス
ガ
ノ
農
機
の
「
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
２

５
０
Ｓ
Ｐ
」、
資
料
請
求
番
号
‹1
）
で
砕

土
・
鎮
圧
を
行
い
、
23
ps
の
ホ
イ
ー
ル
ト

ラ
ク
タ
（
㈱
ク
ボ
タ
の
Ｇ
Ｌ
23
）
で
６
条

用
の
播
種
機
（
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
矢
崎
㈱
の

「
ク
リ
ー
ン
シ
ー
ダ
Ｔ
Ｐ
Ｈ
60
」、
資
料
請

求
番
号
‹2
）
を
牽
引
し
て
播
種
し
て
い
る
。

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
と
播
種
機
を
組
み

合
わ
せ
た
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
シ
ー
ダ
も

発
売
さ
れ
て
い
る
が
、
使
え
な
い
と
い
う
。

本
田
氏
の
圃
場
は
膨
軟
な
の
で
ト
ラ
ク
タ

が
10
㎝
く
ら
い
沈
み
込
ん
で
し
ま
い
、
バ

ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
の
爪
が
短
か
過
ぎ
て
ク

ロ
ー
ラ
の
走
行
跡
を
完
全
に
は
消
す
こ
と

が
で
き
ず
、
あ
え
て
２
回
に
分
け
て
作
業

を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

収
穫
は
、
ク
ボ
タ
の
１
条
用
ニ
ン
ジ
ン

収
穫
機
「
キ
ャ
ロ
ベ
ス
タ
Ｃ
Ｈ
―

１
」
の

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
収
穫
用
と
コ
ン
テ
ナ
収

穫
用
を
使
い
分
け
て
い
る
。
機
械
だ
か
ら

早
く
掘
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
も
な

く
、
１
条
ず
つ
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
収
穫
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
高
品
質
の
ニ

ン
ジ
ン
を
ど
う
作
る
か
だ
と
本
田
氏
は
言

う
。一

方
マ
ン
ゴ
ー
に
つ
い
て
は
、
栽
培
体

系
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
チ

ャ
ン
ス
あ
り
と
考
え
て
の
参
入
だ
と
い

う
。マ

ン
ゴ
ー
の
原
産
地
の
熱
帯
で
は
、

20
℃
か
ら
35
℃
に
温
度
が
上
が
る
に
つ

れ
花
芽
分
化→

発
蕾→

開
花→

結
実
と
生

育
ス
テ
ー
ジ
が
進
む
。
そ
こ
で
本
田
氏
は

ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理
を
10
℃
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
25
℃
ま
で
プ
ラ
ス
15
℃
の
温
度
変

化
を
ト
レ
ー
ス
し
て
み
た
ら
、
実
際
に
で

き
た
と
い
う
。

木
に
よ
っ
て
生
育
に
バ
ラ
ツ
キ
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
本
田
氏
は
60
ａ
の
面
積
で

ど
れ
だ
け
穫
れ
る
か
を
基
準
に
し
て
い

る
。
隣
の
人
の
出
来
を
気
に
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
去
年
と
比
較
し
て
ど
う
か

と
い
う
発
想
で
あ
る
。

ニ
ン
ジ
ン
の
種
の
項
で
述
べ
た
情
報
収

集
に
つ
い
て
は
、
資
材
屋
、
新
聞
、
雑
誌

な
ど
か
ら
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
最

も
重
視
し
て
い
る
の
は
最
終
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
消
費
者
の
意
見
だ
と
本
田
氏
は
言

う
。
機
械
や
資
材
の
選
択
に
つ
い
て
も
、

消
費
者
が
ど
ん
な
商
品
を
求
め
て
い
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
と

い
う
、
逆
の
視
点
か
ら
発
想
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
本
田
氏
は
言
っ
て
い
た
。
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本田和寛さんの栽培カレンダーと使用機械　　　　

1月 2月 3月 

秋冬ニンジン収穫 

春
ニ
ン
ジ
ン
播
種 

緑肥播種 
（開いている畑） 

確
立
さ
れ
て
い
な
い
栽
培
技
術
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

最
終
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
重
視

緑肥鋤込み

緑肥深耕プラウ（スガノ農機㈱、ワンウェイ、20イン

チ×3連、資料請求番号¤7）

マ
ン
ゴ
ー
は
直
射
日
光
に
当
た
る
と
変
色
す
る
の
で
、

上
に
も
う
１
枚
被
覆
し
て
光
を
分
散
さ
せ
て
い
る
。
夜

温
を
下
げ
な
い
効
果
も
あ
る
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【経営データ】
年間売上：約1,600万円／経営面積：158a（ミニトマ
ト50a、ミカン70a、水稲38a）／労働構成：家族3名
（本人、父、母）／品種：千果（ミニトマト）／出荷先：
JA100％／ハウス：連棟30a、20a

緻密なハウス管理と作業の自動化で
規模拡大を目指す

高
木
理
有
氏
（
40
）
は
、
20
ａ
と
30
ａ

の
連
棟
ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
（
品
種：

タ
キ
イ
種
苗
㈱
の
「
千
果
」、
資
料
請
求

番
号
‹3
）
を
作
っ
て
い
る
。
植
付
け
は
９

月
中
旬
か
ら
下
旬
、
収
穫
は
、
11
月
上
旬

か
ら
６
月
末
ま
で
の
促
成
栽
培
で
あ
る
。

秋
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
気
候
変
動
の

中
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
育
に
合
わ
せ
た
施

設
内
環
境
を
整
え
る
た
め
、
高
木
氏
は
各

種
資
材
を
比
較
検
討
し
て
、
最
適
な
も
の

を
選
択
し
て
い
る
。

高
木
氏
の
考
え
は
温
度
制
御
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
れ
ば
湿
度
も
管
理
で
き
る
と

い
う
も
の
だ
。

そ
し
て
自
動
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
規

模
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

高
木
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス
で
異

な
る
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

20
ａ
の
方
は
、
㈱
ネ
ポ
ン
の
温
風
暖
房

機
「
ハ
ウ
ス
カ
オ
ン
キ
」（
資
料
請
求
番

号
‹4
）
に
制
御
盤
「
モ
ヤ
ト
リ
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
」（
資
料
請
求
番
号
‹5
）
を
組
み

合
わ
せ
て
い
る
。

モ
ヤ
ト
リ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
24
時

間
タ
イ
マ
ー
（
15
分
毎
）
と
子
タ
イ
マ
ー

（
５
〜
15
分
）
で
バ
ー
ナ
の
運
転
時
間
を
設

定
し
、
靄
・
霧
・
温
度
ム
ラ
を
制
御
し
よ

う
と
い
う
も
の
だ
が
、
ピ
ン
の
抜
き
差
し

な
の
で
設
定
し
ず
ら
く
、
30
分
に
１
回
し

か
回
せ
な
い
。
Ｏ
F
F
時
間
の
設
定
も
な

い
の
で
細
か
い
制
御
が
で
き
な
い
と
い
う
。

ま
た
ハ
ウ
ス
カ
オ
ン
キ
は
、
フ
ァ
ン
の
回

転
が
常
に
高
速
運
転
な
の
で
燃
料
代
と
電

気
代
が
か
か
る
そ
う
だ
。

一
方
の
30
ａ
の
方
は
、
せ
ん
と
う
農
場

の
温
風
暖
房
機
「
セ
ン
ト
ウ
式
エ
ア
ー
ヒ

ー
タ
ー
」（
資
料
請
求
番
号
‹6
）
に
「
周

囲
一
本
ダ
ク
ト
配
管
シ
ス
テ
ム
」（
資
料

請
求
番
号
‹7
）
を
組
み
合
わ
せ
、
温
度
調

節
器
「
雨
ふ
り
サ
ー
モ
」（
資
料
請
求
番

号
‹8
）
で
制
御
し
て
い
る
。

周
囲
一
本
ダ
ク
ト
配
管
シ
ス
テ
ム
と

は
、
ハ
ウ
ス
の
周
囲
に
小
孔
の
開
い
た
ダ

ク
ト
を
這
わ
せ
、
小
孔
か
ら
出
て
く
る
微

風
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
内
に
空
気
の
流
れ
を

作
り
、
温
度
ム
ラ
を
な
く
す
と
い
う
も
の

（
図
１
）。
ま
た
、
雨
ふ
り
サ
ー
モ
は
バ
ー

ナ
を
O
N
／
O
F
F
す
る
時
間
と
温
度
を

ダ
イ
ヤ
ル
で
自
由
に
設
定
で
き
る
。
こ
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
内
の
空
気

が
流
れ
、
乾
燥
し
た
環
境
を
作
れ
る
。

セ
ン
ト
ウ
式
エ
ア
ー
ヒ
ー
タ
ー
は
、
フ

ァ
ン
の
回
転
を
高
速
と
低
速
に
切
り
換
え

ら
れ
る
２
段
風
量
制
御
に
よ
っ
て
燃
料
代

と
電
気
代
を
節
約
で
き
る
が
、
熱
効
率
が

高
い
の
で
缶
体
の
傷
み
は
早
い
と
い
う
。

高
木
氏
は
ハ
ウ
ス
換
気
装
置
に
、
㈱
オ

ン
ガ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
「
農
家
さ
ん
」

（
資
料
請
求
番
号
‹9
）
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
装
置
の
導
入
に
あ
た
っ
て
高
木
氏

ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
い
か
に
動
か
す
か

ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト
が
大
事

図1：せんとう農場の「周囲一本ダクト配管システム」
（資料請求番号‹7）の概要

ダクト配管 

空気の流れ 

暖
房
機
本
体 

モヤトリコントローラー
（㈱ネポン、資料請求番号‹5）

ハウスカオンキ
（㈱ネポン、資料請求番号‹4）
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は
、
巻
き
上
げ
装
置
や
制
御
盤
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
よ
り
、
ソ
フ
ト
面
（
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー
に
細
か
い
要
望

を
出
し
た
と
い
う
。

高
木
氏
の
ハ
ウ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

指
定
し
た
開
始
時
刻
（
最
小
15
分
単
位
）

か
ら
指
定
し
た
継
続
時
間
内
（
最
小
15
分

単
位
）、
棟
内
温
度
が
設
定
温
度
よ
り
低

い
場
合
で
も
、
換
気
窓
を
指
定
し
た
開
口

幅
分
開
け
て
お
く
と
い
う
も
の
（
コ
シ
ア

ゲ
機
能
）。
こ
れ
に
よ
り
湿
度
の
こ
も
り

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
開
始
時

刻
は
1
日
4
回
ま
で
指
定
で
き
る
。
ま
た
、

3
万
円
＋
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
の
出
張
費
を
払

え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
も
可
能
だ
そ

う
だ
。

こ
の
装
置
と
雨
ふ
り
サ
ー
モ
が
同
時
に

作
動
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
木
氏

は
メ
ー
カ
ー
に
両
シ
ス
テ
ム
が
連
動
で
き

る
よ
う
改
善
を
要
請
し
て
い
る
。

高
木
氏
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
上
昇
を

抑
え
る
た
め
の
遮
光
剤
に
は
「
ト
ラ
ン
ス

フ
ィ
ク
ス
」（
兼
弥
産
業
㈱
、
資
料
請
求

番
号
›0
）
と
「
レ
デ
ィ
ソ
ル
エ
キ
ス
ト
ラ
」

（
マ
ル
デ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
資
料

請
求
番
号
›1
）
を
使
用
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ィ
ク
ス
の
遮
光
率
は
晴
天
日

は
58
％
、
雨
天
日
は
82
％
。
希
釈
倍
率
は
５

〜
10
倍
で
、
倍
率
を
変
え
て
も
遮
光
率
は
変

わ
ら
な
い
。
早
朝
や
フ
ィ
ル
ム
が
濡
れ
て
い

る
時
は
良
く
光
線
を
通
し
、
フ
ィ
ル
ム
を
選

ば
ず
梅
雨
な
ど
の
長
期
間
の
雨
に
よ
る
落
ち

が
少
な
い
が
、
ガ
ラ
ス
以
外
の
フ
ィ
ル
ム
で

は
落
と
す
剥
離
剤
が
な
い
。

一
方
の
レ
デ
ィ
ソ
ル
エ
キ
ス
ト
ラ
は
希

釈
倍
率
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
遮
光
率

と
付
着
期
間
は
変
わ
る
が
、
天
候
に
よ
る

遮
光
率
の
変
化
は
な
い
。
ま
た
、
ス
ー
パ

ー
ソ
ー
ラ
ー
ム
テ
キ
（
M
K
V
プ
ラ
テ
ッ

ク
㈱
、
資
料
請
求
番
号
›2
）
な
ど
の
メ
タ

ロ
セ
ン
系
Ｐ
O
フ
ィ
ル
ム
で
は
付
着
期
間

が
短
く
な
る
。
石
灰
を
基
材
と
し
て
お
り
、

遮
光
の
必
要
が
な
く
な
れ
ば
剥
離
剤
を
使

っ
て
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

高
木
氏
は
春
先
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ィ
ク
ス
、

秋
口
か
ら
は
レ
デ
ィ
ソ
ル
エ
キ
ス
ト
ラ
を

選
択
し
て
い
る
。

30
ａ
の
ハ
ウ
ス
は
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の

モ
ニ
タ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
建
て
ら
れ
た

が
、
高
木
氏
が
気
付
い
た
不
具
合
を
メ
ー

カ
ー
に
伝
え
て
も
、
何
の
対
応
も
と
ろ
う

と
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
モ
ニ
タ
ー
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
？
先
の
ハ
ウ
ス
換
気
装
置
の
メ

ー
カ
ー
の
よ
う
な
、
現
場
に
来
て
農
家
の

意
見
を
聞
き
開
発
に
生
か
す
と
い
っ
た
姿

勢
が
、
ひ
い
て
は
メ
ー
カ
ー
に
利
益
を
も

た
ら
す
の
で
は
な
い
か
」
と
高
木
氏
は
言

っ
て
い
た
。

（
鎌
田
正
宏
）

製
品
の
特
徴
を
生
か
し
た
使
い
分
け

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
農
家
は
「
宝
の
山
」

温度センサー 

雨センサー 

サイドモーター 

制御盤 

図2：ハウス換気装置「農家さん」の概要
ハウス換気装置「農家さん」
（㈱オンガエンジニアリング、資料
請求番号‹9）

写真右：トランスフィクス（兼弥産業㈱、資料請求番号›0）、
写真左：レディソルエキストラ

（マルデンクロージャパン㈱、資料請求番号›1）
雨ふりサーモ
（せんとう農場、資料請求番号‹8）

セントウ式エアーヒーター
（せんとう農場、資料請求番号‹6）


